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　今定例会における一般質問は、
６月15日と16日に行われ、10名の
議員が市政全般について、当局の
所信をただし、活発な議論が展開
されました。
　質問者全員の質問と答弁の要旨
を質問者の原稿に基づき発言順に
掲載しています。

一般質問一般質問
次の定例市議会は、
９月２日～９月26日
までの予定です。

　
令
和
４
年
安
中
市
議
会
第
２
回
定
例

会
は
、
６
月
６
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で

の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
案
は
、
人
事
案
件
が
１
件
、
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
３
件
、
合
わ
せ
て
４

件
で
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
案
が
２
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
６
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
、
議

案
４
件
を
上
程
（
内
１
件
を
即
決
）
。

議
案
を
各
委
員
会
に
付
託
。

◇
９
日
＝
総
務
文
教
常
任
委
員
会

◇
10
日
＝
福
祉
民
生
常
任
委
員
会

◇
13
日
＝
経
済
建
設
常
任
委
員
会

◇
15
・
16
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問

◇
20
日
＝
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
。
市
長
提
出
議
案
３

件
を
可
決
。
議
員
提
出
議
案
２
件
を
可

決
。
請
願
・
陳
情
審
査
報
告
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
。
閉
会
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議会をご覧ください !議会をご覧ください !

P C や
スマホでも

公
立
中
学
校
の
校
則
に
つ
い
て

問	

中
学
校
の
校
則
は
身
だ
し
な
み
を

学
ぶ
学
習
と
の
こ
と
だ
が
、
国
際
社

会
や
多
様
性
を
学
ぶ
中
、
髪
の
長
さ

や
縛
り
方
、
靴
下
の
色
ま
で
強
制
す

る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
が
ど
う
か
。

答	

多
様
性
を
認
め
、
協
働
す
る
力
を

培
う
こ
と
は
大
切
で
す
。

問	

生
徒
や
保
護
者
の
意
見
を
聞
き
校

則
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
は
。

答	

そ
う
い
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

問	

給
食
費
無
料
化
に
代
え
て
、
制
服

等
の
無
償
支
給
や
就
学
援
助
の
拡
大

を
し
て
い
く
こ
と
は
ど
う
か
。

答	

学
び
の
支
援
は
、
よ
り
有
効
な
支

援
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

児
童
生
徒
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て

問	

子
ど
も
の
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
心

身
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答	
呼
吸
の
苦
し
さ
や
熱
中
症
、
人
間

関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

育
成
に
心
配
が
あ
り
ま
す
。

問	

食
育
の
観
点
か
ら
も
給
食
時
の
黙

食
を
緩
和
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答	

給
食
時
は
感
染
リ
ス
ク
か
ら
現
時

点
で
緩
和
は
難
し
い
状
況
で
す
。

問	

登
下
校
や
屋
外
は
マ
ス
ク
を
外
し

て
も
よ
い
。
子
ど
も
た
ち
の
顔
が
見

え
る
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要

だ
が
、
考
え
は
ど
う
か
。

答	

学
校
教
育
は
児
童
生
徒
の
命
と
健

康
を
守
り
、
学
び
を
止
め
ず
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
基
本
に
、
児
童
生
徒
に

よ
り
良
い
学
び
の
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
そ
の
他
、
市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

佐
さ

 藤
とう

 貴
たか

 雄
お

（民声クラブ）

子
ど
も
の
権
利
・
市
長
の
所
信
表
明
に
つ

い
て

黙食での学校給食の様子
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公
共
交
通
の
整
備
に
つ
い
て

問	

乗
合
タ
ク
シ
ー
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
拡
充
や
行
路
・
時
刻
の
見
直

し
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
現
状
は
。

答	

令
和
３
年
度
に
板
鼻
栃
谷
戸
方
面

へ
の
路
線
延
伸
を
行
い
、
デ
マ
ン
ド

運
行
で
は
、
病
院
等
へ
の
乗
り
入
れ

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
見
直
し
等

に
よ
り
利
便
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

問	

市
長
は
、
重
点
政
策
の
中
で
、
高

齢
者
や
運
転
免
許
返
納
者
の
移
動
支

援
と
し
て
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
拡
充

を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
な
構
想
は
。

答	

令
和
３
年
３
月
に
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド

配
車
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
企

業
と
連
携
協
定
の
覚
書
を
締
結
し
ま

し
た
。
締
結
以
降
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
市
内
全
域
へ
の
拡
大
や
、
全
日
デ

マ
ン
ド
運
行
の
導
入
等
の
実
施
に
向

け
た
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

問	

一
律
定
額
料
金
で
乗
車
で
き
、
ど

こ
で
も
乗
降
で
き
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
運
行
す
べ
き
で
あ
る
。
考
え
は
。

答	

フ
ル
デ
マ
ン
ド
の
導
入
や
乗
合
タ

道
の
駅
整
備
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問	

過
去
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
市
長

の
今
後
の
考
え
方
は
。

答	

観
光
地
域
振
興
に
資
し
防
災
と
し

て
も
活
用
で
き
る
位
置
で
松
井
田
イ

ン
タ
ー
か
ら
軽
井
沢
イ
ン
タ
ー
ま
で

の
間
が
ベ
タ
ー
で
す
が
、
西
毛
広
域

幹
線
道
路
沿
線
も
視
野
に
入
れ
ま
す
。

問	

多
く
の
道
の
駅
で
珍
し
い
野
菜
の

販
売
や
レ
シ
ピ
の
紹
介
、
特
産
品
の

開
発
等
の
工
夫
が
目
立
つ
が
、
担
当

職
員
の
経
験
値
や
知
識
、
発
想
力
等

の
必
要
性
は
。

答	

安
中
独
自
の
魅
力
的
な
整
備
の
た

め
職
員
の
知
識
の
積
み
上
げ
と
計
画

立
案
の
た
め
の
発
想
力
は
必
要
で
す
。

学
校
給
食
の
課
題
に
つ
い
て

問	

給
食
調
理
業
務
を
民
間
委
託
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

答	

民
間
活
力
を
導
入
し
調
理
員
欠
員

へ
の
対
応
が
で
き
、
安
全
で
安
心
な

給
食
の
提
供
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
調
理
員
の
継
続
雇
用
に
つ

い
て
も
働
き
か
け
を
し
、
賃
金
面
で

　
ク
シ
ー
の
拡
充
は
、
運
行
距
離
の
増

大
、
車
両
の
増
備
な
ど
が
想
定
さ
れ
、

利
用
者
負
担
の
軽
減
や
、
細
や
か
な

停
留
所
の
設
置
な
ど
も
必
要
と
な
り

ま
す
。
利
用
者
の
利
便
性
に
最
大
限

配
慮
し
つ
つ
、
多
く
の
市
民
や
旅
行

者
・
来
訪
者
に
公
共
交
通
を
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
磯
部
温
泉
の
活
性
化
、
碓

氷
峠
の
森
公
園
周
辺
整
備
、
市
立
美
術

館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

も
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

問	

食
材
価
格
等
上
昇
の
な
か
現
場
の

状
況
を
ど
う
と
ら
え
、
今
後
さ
ら
に

高
騰
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答	

現
在
は
質
・
量
を
落
と
す
こ
と
な

く
献
立
の
工
夫
や
食
材
の
選
定
に
よ

り
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
食
材
費

に
不
足
が
出
れ
ば
公
費
負
担
し
ま
す
。

問	
給
食
費
の
無
償
化
の
考
え
方
は
。

答	
事
業
継
続
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対

応
し
ま
す
。
無
償
化
は
国
が
制
度
化

し
自
治
体
へ
財
政
措
置
さ
れ
る
よ
う

国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

柳
やなぎ

 沢
さわ

 浩
ひろ

 之
ゆき

（清風クラブ）

今
いま

 井
い

 敏
とし

 博
ひろ

（新政会）

公
共
交
通
機
関
・
観
光
振
興
・
文
化
、

芸
術
振
興
に
つ
い
て

観
光
振
興
・
学
校
行
政
に
つ
い
て

安中市乗合タクシー

安中第一中学校の給食室
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ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問	

養
育
費
確
保
事
業
は
、
弁
護
士
等

に
よ
る
個
別
相
談
支
援
が
目
玉
の
事

業
と
思
う
が
、
相
談
体
制
は
ど
う
か
。

答	

市
民
相
談
室
を
窓
口
に
、
司
法
書

士
に
公
正
証
書
作
成
や
保
証
契
約
締

結
経
費
等
に
つ
い
て
定
期
的
に
相
談

で
き
る
体
制
や
、
弁
護
士
個
別
相
談

は
、
月
２
回
開
催
し
て
い
る
無
料
法

律
相
談
等
の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
就
業
支
援
に
つ
い
て

問	

就
業
に
結
び
付
く
技
術
や
資
格
習

得
費
用
、
就
学
期
間
の
生
活
費
の
一

部
補
助
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答	

令
和
３
年
度
は
６
件
あ
り
ま
し
た
。

動
物
と
の
共
生
に
つ
い
て

問	

前
橋
・
高
崎
市
を
除
く
愛
護
セ
ン

タ
ー
の
犬
猫
の
処
分
頭
数
は
ど
う
か
。

答	

令
和
２
年
度
の
犬
処
分
数
は
49
頭
、

猫
は
５
８
７
匹
で
す
。

問	

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ

活
動
（
地
域
猫
活
動
）
で
殺
処
分
さ

せ
な
い
事
が
重
要
だ
が
ど
う
か
。

答	

さ
く
ら
猫
無
料
避
妊
・
去
勢
手
術

　
助
成
事
業
に
参
加
し
、
地
域
住
民
や

動
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携
し
、

多
頭
飼
育
等
の
猫
へ
、
令
和
３
年
度

は
、
18
匹
に
手
術
を
し
ま
し
た
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
に
つ
い
て

問	

市
内
へ
の
施
設
整
備
は
ど
う
か
。

答	

現
時
点
で
は
施
設
の
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
先

進
事
例
等
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問	
市
営
公
園
等
へ
の
設
置
は
ど
う
か
。

答	

鳴
き
声
や
臭
い
、
公
園
利
用
者
、

地
域
住
民
の
理
解
等
の
課
題
も
あ
り
、

慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

小
お

 川
がわ

   剛
つよし

（清風クラブ）

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
・
動
物
愛
護

に
つ
い
て

若
年
が
ん
患
者
住
宅
療
養
支
援
事
業
に

つ
い
て

問	

今
年
度
か
ら
、
公
的
支
援
制
度
が

限
ら
れ
て
い
る
若
年
末
期
が
ん
患
者

の
方
に
対
し
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
金
の
一
部
を
、
県
と
市
町
村

で
助
成
す
る
事
業
が
創
設
さ
れ
た
が
、

本
市
の
実
施
は
。

答	

制
度
化
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、

患
者
と
そ
の
家
族
の
心
理
的
・
経
済

的
な
負
担
が
軽
減
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
に
つ
い
て

問	

実
態
把
握
の
現
状
は
。

答	

児
童
生
徒
対
象
の
実
態
調
査
を
７

月
を
め
ど
に
、
児
童
生
徒
に
配
布
さ

れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
て
行
う
予
定
で
す
。

問	
把
握
で
き
た
児
童
へ
の
支
援
は
。

答	

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
可
能
な
限

り
行
っ
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

安
中
ま
ち
歩
き
の
休
憩
所
に
つ
い
て

問	

ま
ち
歩
き
を
さ
れ
る
方
の
休
憩
所

　
が
な
く
、
整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

答	

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問	

ま
ち
通
り
の
空
き
家
や
空
き
店
舗

等
を
利
活
用
す
る
な
ど
考
え
は
。

答	

空
き
家
対
策
と
し
て
も
、
地
域
の

活
性
化
対
策
と
し
て
も
有
効
な
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

問	

休
憩
所
を
開
設
し
た
場
合
の
事
業

維
持
に
関
す
る
補
助
金
の
取
組
み
は
。

答	

関
係
部
署
も
含
め
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
１
項
目
を
質
問
し
ま
し
た
。

まち歩き観光パンフレット

長
なが

 嶋
しま

 陽
よう

 子
こ

（公明党）

が
ん
患
者
支
援
・
福
祉
支
援
・
観
光
振

興
・
花
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

TNR活動…�野良猫を捕獲、避妊去勢し元いた場所に戻す活動。「Ｔトラップ、捕獲」、「Ｎニューター、避妊去勢」、「Ｒリターン、猫を
元の場所に戻す」の略。

ヤングケアラー…�本来、大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども。

新富岡大橋下の
富岡市城下公園ドッグラン施設
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生
活
支
援
に
つ
い
て

問	

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
影
響
で
暮
ら
し
を
支
え
る
ガ

ソ
リ
ン
や
食
料
品
な
ど
の
値
上
が
り

が
相
次
ぐ
中
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
に
活

用
す
る
考
え
は
。

答	

給
食
提
供
に
支
障
が
生
じ
る
場
合

は
、
公
費
で
対
応
し
ま
す
。

問	

生
活
困
窮
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の

給
付
金
の
上
乗
せ
の
考
え
は
。

答	

住
民
税
非
課
税
世
帯
生
活
応
援
商

品
券
給
付
を
生
活
支
援
と
位
置
づ
け

ま
し
た
。

事
業
者
支
援
に
つ
い
て

問	

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
地
域
公

共
交
通
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
地
域
物
流

の
経
営
支
援
の
考
え
は
。

答	

事
業
者
サ
ポ
ー
ト
給
付
金
の
交
付

が
可
能
で
す
。
長
引
く
場
合
は
検
討

し
ま
す
。

本
市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て

問	

本
市
の
課
題
点
は
。

答	

税
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者

　
の
み
の
世
帯
や
、
非
課
税
世
帯
で
な

く
て
も
大
変
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

問	

今
後
の
支
援
策
は
。

答	

市
民
の
声
に
応
え
る
商
品
券
事
業

は
、
地
域
の
活
性
化
や
全
市
民
を
応

援
す
る
も
の
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
つ
い
て

問	
市
の
支
援
計
画
は
。

答	
市
営
住
宅
７
戸
を
準
備
し
、
他
に

も
生
活
必
需
品
の
提
供
や
就
労
、
医

療
支
援
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
生
き
辛
さ
を
抱
え
て
い
る

方
へ
の
支
援
策
を
質
問
し
ま
し
た
。

学校給食の様子

武
む

 者
しゃ

 葉
よう

 子
こ

（公明党）

原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応
分
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
・
生
き
辛

さ
を
抱
え
て
い
る
方
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

開
発
で
使
用
し
た
、
区
域
外
の
市
道
の

復
元
の
問
題
に
つ
い
て

問	

下
秋
間
に
民
間
事
業
者
が
開
発
を

進
め
て
き
た
太
陽
光
発
電
施
設
は
、

す
で
に
令
和
２
年
秋
頃
か
ら
稼
働
し

て
い
る
が
、
開
発
区
域
外
の
搬
入
道

路
で
使
用
し
た
農
地
や
市
道
の
復
元

が
さ
れ
ず
農
地
に
入
れ
な
い
等
、
解

決
さ
れ
て
い
な
い
。
道
路
の
現
状
回

復
は
い
つ
頃
ど
う
な
る
見
込
み
か
。

答	

工
事
の
終
了
に
伴
い
、
復
元
し
た

と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
隣
接
関
係

者
等
か
ら
、
市
道
の
境
界
を
明
確
に

し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
、
開
発

事
業
者
に
境
界
の
復
元
を
依
頼
し
て

お
り
、
今
後
、
現
地
に
て
確
認
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問	
開
発
区
域
内
の
り
面
と
の
境
界
の

市
道
を
横
切
っ
て
搬
入
し
て
い
た
の

で
、
市
の
指
導
が
必
要
で
は
。

答	

市
道
の
境
界
が
復
元
後
、
隣
接
関

係
者
や
開
発
事
業
者
等
と
立
ち
合
い

を
行
い
、
道
路
の
復
元
に
つ
い
て
協

議
し
、
必
要
に
応
じ
、
事
業
者
に
対

し
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

『
緑
の
ダ
ム
』
と
し
た
所
の
問
題
に
つ

い
て

問	

北
側
の
『
緑
の
ダ
ム
』
の
所
は
、

水
が
湧
い
て
い
た
所
。
今
も
わ
ず
か

に
流
れ
て
い
る
。
大
雨
の
時
な
ど
、

被
害
が
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

答	

森
林
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
３
月
23
日
付
、
市
と
事
業

者
で
締
結
の
残
置
森
林
等
保
全
に
関

す
る
協
定
書
に
基
づ
き
対
応
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
２
項
目
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

下秋間太陽光発電所
北のり面の『緑のダム』

櫻
さくら

 井
い

 ひろ江
え

（日本共産党安中市議団）

太
陽
光
発
電
施
設
開
発
・
学
校
給
食
・

人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

（ 5 ）令和４年７月26日 第74号



コロナ収束後の復興が望まれる磯部温泉

温
泉
街
復
興
に
つ
い
て

問	

悪
臭
へ
の
対
応
は
。

答	

一
部
農
家
に
堆
肥
臭
を
ナ
ッ
ツ
臭

に
変
え
る
薬
剤
の
使
用
を
依
頼
し
て

い
ま
す
が
、
豚
熱
発
生
の
影
響
で
未

実
施
の
状
態
で
す
。

問	

温
泉
街
中
心
部
の
ト
イ
レ
及
び
駐

車
場
整
備
の
再
検
討
は
。

答	

磯
部
温
泉
活
性
化
協
議
会
（
仮
）

を
早
期
に
設
置
し
、
検
討
し
ま
す
。

秋
間
梅
林
に
つ
い
て

問	

高
崎
市
の
６
次
産
業
化
補
助
金
は
、

整
備
事
業
に
１
０
０
０
万
円
、
商
品

開
発
に
２
０
０
万
円
と
、
安
中
市
と

は
か
な
り
開
き
が
あ
る
。
増
額
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

答	

安
中
市
で
は
、
施
設
整
備
に
１
０�

０
万
円
、
商
品
開
発
に
７
万
円
の
補

助
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問	

農
家
全
体
で
使
え
る
加
工
場
の
提

供
は
。

答	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
観
光
協
会

と
調
整
し
検
討
し
ま
す
。

新
駅
設
置
に
つ
い
て

問	

他
市
の
事
例
は
。

答	

平
成
16
年
に
開
業
し
た
高
崎
問
屋

町
駅
は
、
構
想
か
ら
開
業
ま
で
10
年

間
、
整
備
費
用
は
約
16
億
円
で
す
。

公
立
碓
氷
病
院
に
つ
い
て

問	

病
院
の
課
題
や
、
あ
り
方
検
討
委

員
会
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

答	

医
師
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
を
立
ち
上

げ
た
栃
木
県
日
光
市
の
取
組
を
研
究

し
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
委
員
構

成
等
も
再
度
検
討
し
ま
す
。

小
こ

 林
ばやし

 克
かつ

 行
ゆき

（民声クラブ）

観
光
振
興
・
農
林
業
の
振
興
・
信
越
線

活
性
化
・
市
民
幸
福
度
向
上
に
つ
い
て

あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
に
つ
い
て

問	

ケ
ル
ナ
ー
遊
具
の
設
置
見
直
し
は
。

答	

社
会
情
勢
を
見
て
も
往
来
規
制
は

大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者

と
の
連
絡
調
整
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問	

設
置
後
の
遊
具
に
対
す
る
管
理
体

制
は
。

答	

ケ
ル
ナ
ー
遊
具
は
、
日
常
の
管
理

点
検
だ
け
で
な
く
、
遊
び
を
指
導
し

見
守
り
を
要
す
る
遊
具
で
あ
る
た
め
、

ス
タ
ッ
フ
を
常
駐
さ
せ
安
全
管
理
に

努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

問	

芝
生
広
場
の
利
用
に
つ
い
て
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
軽
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答	

関
係
者
か
ら
の
要
望
等
に
よ
り
、

近
隣
住
民
の
方
々
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問	

企
業
誘
致
推
進
に
向
け
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
役
割
は
。

答	

あ
ん
な
か
再
起
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
名
付
け
、
市
長
の
公
約
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

問	

企
業
誘
致
推
進
に
向
け
た
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
。

答	

ま
ち
づ
く
り
の
具
体
性
あ
る
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
化
し
、
産
業
拠
点

と
し
て
、
通
勤
や
広
域
な
物
流
の
た

め
の
交
通
の
強
化
を
図
る
べ
き
、
大

規
模
産
業
用
地
や
工
業
団
地
を
位
置

付
け
ま
す
。

　
そ
の
他
、
人
材
育
成
の
強
化
、
実
務

経
験
者
の
獲
得
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

罍
もたい

 　 次
つぎ

 雄
お

（新政会）

あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
・
企
業
誘

致
に
つ
い
て

地域医療連携推進法人…�複数の医療機関等が法人に参加することにより、診療科の再編、医師等の共同研修、医薬品等の共同購入等を
行うことができる。

あんなかスマイルパーク
ケルナー遊具設置予定地
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建
設
地
選
定
に
対
す
る
精
査
に
つ
い
て

問	

精
査
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
問
題
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
精
査
す
る
の
か
。

答	

精
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
12
項
目

を
挙
げ
て
、
現
在
検
討
し
精
査
を
進

め
て
い
ま
す
。

問	

精
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
当
然

建
設
地
の
見
直
し
も
あ
り
得
る
と
解

釈
し
て
よ
い
か
。

答	

建
設
場
所
を
含
め
精
査
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
開
発
基
金
に
つ
い
て

問	

今
年
度
一
般
会
計
で
買
い
戻
す
予

定
の
土
地
は
、
30
年
も
前
に
購
入
し

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
目
的
で
購
入

し
た
も
の
か
。

答	

売
却
予
定
の
２
カ
所
の
土
地
は
、

都
市
公
園
用
地
と
土
地
区
画
整
理
事

業
を
推
進
す
る
目
的
で
取
得
し
た
も

の
で
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
と
契
約
栽
培
の

推
進
に
つ
い
て

問	

大
豆
の
契
約
栽
培
と
醤
油
生
産
に

つ
い
て
生
産
者
に
所
得
補
償
的
な
支

援
を
し
て
い
く
見
通
し
は
。

答	

遊
休
農
地
の
解
消
に
な
る
よ
う
に
、

補
助
事
業
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

問	

登
録
業
者
に
な
れ
ば
零
細
業
者
も

増
税
に
な
り
、
登
録
し
な
け
れ
ば
取

引
か
ら
除
外
さ
れ
廃
業
す
る
業
者
が

増
え
る
。
議
会
で
は
、
「
制
度
の
中

止
」
の
意
見
書
を
上
げ
た
。
国
に
向

け
て
市
長
の
意
見
を
上
げ
る
べ
き
だ
。

答	

商
工
会
な
ど
に
、
業
者
に
向
け
て

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
き
た
い
で
す
。

金
かな

 井
い

 久
ひさ

 男
お

（日本共産党安中市議団）

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
・
土
地
開
発
基

金
・
農
業
振
興
・
税
制
に
つ
い
て

精査の対象になった旧安中高校跡地

令和４年第２回定例会　議員個人の賛否結果一覧表
※�賛否の分かれた議案のみ掲載し
ています。その他の議案は、全
員賛成で可決されました。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

結果

議　員　名

議　案　名

金
　
井
　
久
　
男

櫻
　
井
　
ひ
ろ
江

松
　
本
　
次
　
男

金
　
井
　
登
美
雄

長
　
嶋
　
陽
　
子

武
　
者
　
葉
　
子

小
　
林
　
克
　
行

佐
　
藤
　
貴
　
雄

小
　
林
　
訂
　
史

遠
　
間
　
大
　
和

罍
　
　
　
次
　
雄

巽
　
　
　
久
　
男

高
　
橋
　
由
　
信

柳
　
沢
　
吉
　
保

小
　
川
　
　
　
剛

柳
　
沢
　
浩
　
之

今
　
井
　
敏
　
博

吉
　
岡
　
完
　
司

奥
　
原
　
賢
　
一

田
　
中
　
伸
　
一

議　 案
第 73 号 安中市立学校設置条例の一部を改正する条例について × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 可決

※議長は、採決に加わらないため「－」としています。� 【○：賛成　×：反対　除：除斥　欠：欠席】

第
２
回
定
例
会

人
事
関
係
議
案

第
２
回
定
例
会

人
事
関
係
以
外
の
議
案

意
見
書
案
を
可
決

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

推
薦
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員

　
松
井
田
町
新
堀

　
　
前ま

え
ざ
わ澤

　
明あ

き

成な
り

●
安
中
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
安
中
市
立
松
井
田
北
中
学
校
を
安
中

市
立
松
井
田
中
学
校
に
統
合
す
る
こ
と

に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

●
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
意
見
書
と
は
、
地
方
自
治
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
国
や
県
な
ど
に

対
し
、
地
方
議
会
が
文
書
で
意
見
具
申

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
今
定
例
会
に
は
、
２
件
の
意
見
書
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請

願

・
陳

情

（
案
）
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

《
可
決
さ
れ
た
意
見
書
》

●
医
療
費
助
成
（
現
物
給
付
方
式
）
へ

の
国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
全
廃
と
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
制
度
実

現
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

意
見
書
（
案
）

　
可
決
さ
れ
ま
し
た
意
見
書
は
、
内
閣

総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
国
会
及
び
関
係

省
庁
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
請
願
の

審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
一
部
採
択
と
な
っ
た
も
の
》

●
松
井
田
北
中
学
校
及
び
細
野
小
学
校

の
他
校
へ
の
統
合
の
中
止
を
求
め
る

請
願

《
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の
》

●
「
地
す
べ
り
防
止
区
域
」
及
び
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
」
の
太
陽
光
発
電

所
設
置
開
発
の
安
全
確
保
に
関
す
る

請
願

医療費助成（現物給付方式）への国のペナルティ全廃と18歳までの子ども
医療費無料化制度実現で子ども医療費助成制度の改善を求める意見書

　必要な時に安心して医療機関を受診できることは、子どもたちの心身の健やかな成長のた

めに必要不可欠であり、多くの国民の願いでもあります。自治体による子ども医療費助成制

度は、全国でも群馬県でも欠くべからざる存在となっています。

　自治体による子ども医療費助成制度は、この10年間で大きく広がりました。厚生労働省の

調べでは、2020年４月１日現在で、中学校卒業以上の年齢まで医療費助成をしている全国の

自治体は、「通院外来」で92.4％、「入院」で97.6％に達しています。

　群馬県においても、市町村と連携し、中学校卒業までの子どもや、重度心身障害者等の医

療費を無料化し、早期受診による慢性疾患の重症化防止などに効果を上げています。

　一方、国では、このような医療費助成（現物給付方式）の取組に対して、国民健康保険国

庫負担金等を削減するペナルティを科しており、地方自治体による子育て環境づくりや障害

者等の支援の取組を阻害しています。

　少子化対策や福祉施策として、子ども医療費助成制度等の改善を安定的に進めるためには、

国による統一的な制度創設が必要であり、子育て世帯の経済的な負担軽減と、安心して子ど

もを産み育てられる環境づくりが求められています。

　よって、すべての子どもたちの健やかな成長のために、子ども医療費助成制度の改善が図

られるよう、下記の措置を講じられるよう強く要請いたします。

記

１．�子どもの医療費助成制度を現物給付にした市町村への国民健康保険への国庫補助の削減は

少子化対策にも逆行するものであり、ただちに全廃すること

２．�18歳までの医療費無料化を国の制度として早期に実現すること

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。
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地方財政の充実・強化に関する意見書

　いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化の進展にともなう子育て、医療・介護など社会保障制度

の整備、また人口減少下における地域活性化対策、脱炭素化をめざした環境対策、あるいは行政のデジタ

ル化推進など、より新しく、かつ極めて多岐にわたる役割が求められつつあります。

　しかし、現実に地域公共サービスを担う人材は不足しており、疲弊する職場実態にある中、新型コロナ

ウイルス、また近年多発している大規模災害への対応も迫られています。これらに対応するための地方財

政について、政府は「骨太方針2021」において、2021年度の地方一般財源水準を2024年度まで確保する

としていますが、それをもって増大する行政需要に十分対応し得るのか、大きな不安が残されています。

　このため、2023年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、コロナ禍への対応も勘案しながら、歳

入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立をめざすよう、以下の事項の実現を求めます。

記

１．�社会保障の維持・確保、防災・減災また脱炭素化対策、地域活性化にむけた取り組みや、デジタル化

対策など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握し、それを支える人件費も含めて、十分な

地方一般財源総額の確保をはかること。

２．�とりわけ、子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、急増する社会

保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫していることから、地方単独事業分も含めた十分な社会保

障経費の拡充をはかること。また、これらの分野を支える人材確保にむけた自治体の取り組みを十分

に支える財政措置を講じること。

３．�地方交付税の法定率を引き上げるなどし、臨時財政対策債に頼らない、より自律的な地方財政の確立

に取り組むこと。また、地域間の財源偏在性の是正にむけては、偏在性の小さい所得税・消費税を対

象に国税から地方税への税源移譲を行うなど、より抜本的な改善を行うこと。

４．��引き続きの新型コロナウイルス感染症対策として、ワクチン接種体制の確保、感染症対応業務のみに

限定しない、より全体的な保健所体制・機能の強化、その他の新型コロナウイルス対応事業、また地

域経済の活性化まで踏まえ、十分な財源措置をはかること。また、コロナ禍対策として行った固定資

産税の軽減措置については2022年度をもって終了するとともに、今後、国の施策の一環として、各種

税制の廃止や変更、また減税等を検討する際は、地方の財政運営における予見性を損なわないよう、

十分に地方団体等の意見を反映し、慎重に検討すること。

５．�「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている１兆円については持続可能な地域社会の維持・

発展にむけて恒久的な財源とすること。また、同規模の財源確保はもとより、その拡充を含めて検討

すること。

６．�会計年度任用職員制度の運用においては、今後も当該職員の処遇改善が求められることから、引き続

き所要額の調査を行うなどし、さらなる財政需要を十分に満たすこと。

７．�特別交付税の配分にあたり、諸手当等の支給水準が国の基準を超えている自治体に対して、その取り

扱いを理由とした特別交付税の減額措置を行わないこと。

８．�デジタル・ガバメント化における自治体業務システムの標準化にむけ、地域デジタル社会推進費に相

当する財源を継続して確保するなど、十分な財源を保障すること。また、デジタル化が定着化してい

く過渡期において生じ得る行政需要についても、人材・財源を含めた対応を行うこと。

９．�森林環境譲与税については、より林業需要を見込める地方公共団体への譲与額を増大させるよう、そ

の譲与基準を見直すこと。

10．�地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例の終了への対応、

小規模自治体に配慮した段階補正の強化など対策を講じること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。
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第
２
回
臨
時
会（
５
月
18
日
）

人
事
関
係
議
案

第
２
回
臨
時
会（
５
月
18
日
）

人
事
関
係
以
外
の
議
案

本
会
議
・
委
員
会
の

傍
聴
に
つ
い
て

　
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
し

ま
し
た
。

●
副
市
長

　
前
橋
市
青
葉
町

　
　
清し

水み
ず

　
昭あ

き

芳よ
し

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・
令
和
３
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）

・
令
和
３
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
令
和
３
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・
安
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
安
中
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
安
中
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
安
中
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
安
中
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
安
中
市
議
会
で
は
本
会

議
、
委
員
会
の
傍
聴
自
粛
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
、
令
和
４
年
第
２
回
定
例

会
で
は
自
粛
の
お
願
い
を
解
除
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
の
議
会
に
つ
い
て
は
、

そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
り
判
断
さ
れ
ま

す
の
で
、
安
中
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
安
中
市
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
傍
聴
時
に
は
許
可
を
得
た
方

以
外
の
撮
影
や
録
音
は
傍
聴
規
則
の
規

定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

編
集
後
記

　
新
市
長
の
下
、
第
２
回
定
例
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
方
針
の
見
直

し
や
、
市
長
が
掲
げ
る
５
つ
の
公
約
の

進
め
方
な
ど
、
市
長
が
目
指
す
安
中
市

の
今
後
の
未
来
像
が
、
市
民
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
く
の
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
私
も
議
会

の
一
員
と
し
て
役
目
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
質
問

で
は
、
公
約
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
数

あ
り
、
前
向
き
で
明
確
な
答
弁
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
後
も
編
集
委
員
と
し
て

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
議
会
だ

よ
り
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
金
井
）

　
議
会
（
本
会
議
）
の
様
子
を
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
や
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
過
去
の
議
会
映
像
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
録
画
中
継
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
映
像
配
信
は
安
中
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
安
中
市
議
会
の
議
会
中
継

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
コ
ー
ド

か
ら
も
安
中
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
次
の
定
例
市
議
会
は
、
９
月
２
日
か

ら
９
月
26
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◇
２
日
＝
本
会
議
　
開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
等

◇
20
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問

◇
21
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問

◇
26
日
＝
本
会
議
　
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
採
決
等
、
閉
会

議
会
の
映
像
配
信

議
会
の
映
像
配
信

次
の
定
例
会
（
予
定
）

次
の
定
例
会
（
予
定
）
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